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１ 森林整備加速化団地の位置

美祢農林事務所
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886ha

多々良団地
962ha
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加速化団地

森林整備加速化団地（大田東山）概要図
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２ 大田東山団地の資源構成

団地名 森林面積 人工林 天然林等 人工林率

大田東山 ８８６ha ６３３ha ２５３ha ７１％

人工林
の内訳

市有林 森林総研 公社 個人等

２０９ha １１ha ２０ha ３９３ha

人工林のうち
1/３が市有林



３ 路網の整備状況

区 分 計画 Ｈ２５ Ｈ２６ 計 進捗率

林業専用道 １,２５０ ６５０ ８４０ １,４９０ １１９％

森林作業道 ３０,８８０ ６,５６５ １,４４５ ８,０１０ ２６％

自動車道 ３００ ６４０ ６４０ ２１３％

機械道 ３０,５８０ ５,９２５ １,４４５ ７,３７０ ２４％

合 計 ３２,１３０ ７,２１５ ２,２８５ ９,５００ ３０％

単位：ｍ



４ 施業の実施状況
区 分 計画 H25 H26 合計 進捗率

搬出間伐（ha） 160 8.5 17.6 26.1 16%

更新伐（ha） 20 10 10 20 100%

再造林（ha） 6 3 3 6 100%

素材
生産量
（ｍ3）

間伐 8,000 766 1,413 2,179 27%

更新伐 2,000 1,238 1,025 2,263 113%

合計 10,000 2,004 2,438 4,442 44%



５ 美祢市の取り組み

(1) 林業専用道の開設

① 団地内の既設林道と施業予定箇所を考
慮して林業専用道の開設箇所を検討

② 開設単価をｍ当たり２５千円以内に抑え
るため、既設道の拡幅で開設

③ 開設に当たっては、美祢農林事務所が
指導・助言



(2) 林業専用道の開設実績

年度 路線名 幅員 延長 事業費

H２５ 薬王寺線 3.5ｍ 650ｍ
16,223千円
(25千円/m)

H２６ 足河内線 3.5ｍ 840ｍ
20,995千円
(25千円/m)

計 1,490ｍ 37,218千円



H26開設（足河内線）
Ｌ＝840ｍ Ｗ＝3.5ｍ

H25開設（薬王寺線）
Ｌ＝650ｍ Ｗ＝3.5ｍ

林業専用道 位置図

林道 大田東山線



(3) 林業専用道の施工状況

施工前

施工前



(3) 林業専用道の施工状況

敷砂利

コンクリート舗装



(3) 林業専用道の施工状況

排水施設

排水施設



(3) 林業専用道の施工状況

土場（終点）

土場（残土処理場）



(４) 林業専用道開設に当たっての課題

① 定額単価の２５千円／ｍ以内での新規
開設は困難

② 市町担当職員に林道の設計・施工管理
ができる技術者が必要

③ 利用区域内の施業予定地の確保
（線形、作業ポイント、Ｂ／Ｃの検討）



林業専用道

自動車道

機械道

H25
10ha

H26
10ha

(5) 更新伐の実績



(5) 更新伐の実績

年度 区域面積 実面積 素材生産量

H２５ １０ha ３ha 用材 1,203ｍ3
ﾊﾞｲｵﾏｽ 35ｍ3

H２６ １０ha ３ha 用材 965ｍ3
ﾊﾞｲｵﾏｽ 60ｍ3

計 ２０ha ６ha
用材 2,168ｍ3
ﾊﾞｲｵﾏｽ 95ｍ3



(5) 更新伐の実績

年度
用 材

バイオ 合計
スギ ヒノキ

H２５ ９２２ ２８１ ３５ １,２３８

H２６ ７５５ ２１０ ６０ １,０２５

計 １,６７７ ４９１ ９５ ２,２６３

単位：ｍ3



(6) 更新伐の収支実績

年度 生産経費 補助金 木材代 収益

H２５ ７,０３５ ３,７１２ ４,７７０ １,４４７

H２６ ６,５８８ ４,１５８ ３,３５９ ９２９

計 １３,６２３ ７,８７０ ８,１２９ ２,３７６

単位：千円



(7) 更新伐の施工状況

施工前

施工後



(8) その他の実績

区 分 H25 H26

搬出間伐 15.79ha 15.92ha

うち団地内 15.79ha 15.92ha

森林作業道 4,289m 3,100m

うち団地内 2,153m 3,100m



６ 取組の成果と反省点

・林業専用道と森林作業道の開設
により、搬出間伐・更新伐などの施
業集約化が実現

・路網整備により周辺の私有林の所
有者の施業意欲が向上

(1) 成果



林業専用道

自動車道

機械道

既設 計画

更新伐

更新伐

搬出間伐

搬出間伐

搬出間伐

搬出間伐



森林作業道の開設計画が適切でな
かったケース

(2) 反省点１

自動車道
L=440  W=3.0

機械道
L=1,330  W=2.5

搬出間伐
4.2ha

路網密度
420ｍ／ha

運搬距離
750ｍ



搬出間伐後の残
存木の形状比が高
く、樹幹長率が極
めて低い林分が
あった。

(2) 反省点２



・今後の肥大成長も
主伐収益も期待薄

・風害や雪害のリスク

→皆伐（更新伐）で
実施すべきであった。

(2) 反省点２



７ 今後の展望

美祢市に隣接する宇部市と下関市
に森林バイオマス加工施設が稼働し
ており、従来の製材用材や合板用材
に加えて、森林バイオマスの安定供
給が求められている。



７ 今後の展望

・現在の取引価格で安定供給をして
いくために、搬出間伐一辺倒ではなく、
皆伐も推進

・林業専用道など車道の整備やストッ
クポイントの整備等による輸送コスト
の低減



おわりに．．．
「今こそ間伐」から２年．．．

木材の安定供給と森林資源の循環を
両立していくためには、間伐に加えて、
皆伐＋再造林（更新伐）による循環型林
業への移行が必要

林業の成長産業化の実現


